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蒸煮ほ飽和蒸気の存在の下で木材を加熱する事に依 りそれに種 ′々の物理 ｢畑 化学的変化 (例えば柔










条件につき8-10偶宛 2万柾木箱りに飽削 仕上げした｡試験片寸法,圧縮試片 2×2×4(cm3),曲げ
試験片 ; 2×2×28(cm:i)｡各試験片の含水率は平均13-14%'であった,
2-) 字冒険装置Til_,:びに処理条件
0-10kg/cm:(0-10気圧),容量 81の蒸気発生釜から縦30cm,横 25cm,高さ 20cm の恭煮箱
に二Zパ守で蒸気を誘導した(Figl(a)),この際基剤釦よ,蒸気及び温度の発散,放熱による温度低
下を最小限庭に阻止する為,箱の内壁をブリキ･壁間を石綿,外壁を板材の三宝郡長りとL,埴内部
か常 に'.10げC t7一.定渦動 こ保持 Lノ得る棟にLた､｡
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[_生 未々 ･福山･け棚｣:蒸煮処理が木材J.)材質に~/鉦ごす膨争封こついて
rl'iLJ,1 (a)蒸 本 箱 見 取 図
補 内の蒸充導入管は,細硝子菅を用 い て上方
へ蒸気が噴きlE_Htる様にしその際,試験片に硬接蒸




け誘轟窟水が側壁に沿 うて流れ落ちる様にした○叉下部の朗 読水を外帥 ′こ排口する為,箱のT方側壁
rE吠 に小さな排水口 (断面 1.5×1･5cm:)′を設けた(,
蒸煮箱の副 則こは胤宴測定の為に等間隔に6佃の小穴 (中央部 2相は Cu-=1ンスタン線挿入｡,
他は温度計の挿入仁T)を設けた (Fig1(b))｡試験片は箱内上部で_日 ご 3cm の間隔に文持 し月試
験片の廿圧ノ入れは屋根の.片半分から操作 できる様にした｡
処理条件は処理温度 100oC,処軌時間 30,60,120,180,240,3()0,360分の7条件 とした｡但
し内部温度が処理温度に達する時間 (圧縮試片 ;ブナ10分,オオ ナ ラ15分,スギ8分,曲げ試験片






4ton.了ムスラー万能材料試験機を用い圧縮試験 (繊維方向)並びに曲げ試験 (スパ ン24cm柾
目雨 中 火炉 トー荷罪)を行 ったU甜 この際圧縮弾性係数 (オ クイツエン歪計,精度 1/.onommト 及び
曲げ弾性係数 (ダイヤルゲージ,精度を '/_｡mm)求b)た,)
実 験 結 果
l) 蒸煮中 U)吸湿評ひに膨潤軽 減
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Fig.2 蒸勲時制と吸水率との関係 蒸煮中 に於ける各樹樫の含水率は
何れ も処理時間 と共に増加 し (Fig･
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6時間処理後の各闇程の吸水率は何れ も30-32!,'6で斯 る吸収水分が木材内部に於て如 L･Iなる状櫨
で存在するか即ち自由水 (freewater)として存在するか或は膨潤水(swelingwater)として存
在するかの区別を明らかに示す ことは胴 ミないが膨潤水の木材内部 に於 ける僻少の吸着圧縮を無視
し両 も Micell内部に吸収 された水分の容積が木材の膨潤前後の容積に等 しい とイ反足する時には蒸




･[/!l=.々末･福山･楯山 :蒸燕処理が木材17_)材鞘 こプ招 こす膨筆内こ/-)いて




上式より計算した値は Tablelの如 くで吸収水分の大部分が細胞膜内に吸着水分 (膨潤水分 )
として存在 し細胞膜Irl_,:びに粗大な細胞間陣内での自由水 (粛 清-/j(汁)の存在は極めて使少である｡
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庄縮此度対 して 圧縮 強 度
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又曲げ 揮性係数は裾′ず強度 と同様に






勲,裾 ヂ強度,曲げ弾性係数は何れ も処創矧用の経過に従って低下する傾向が認め られ る｡
これは飽和蒸気の存在の下で加熱することに依 て木材の化学成分の変 化時にLignin-Kohlenhydrat
の分解或は Celulose OH 基の結合の分離に依 る結 晶閉域の減 少に帰着する榛に思われ る｡ その
他木材中の Hemicelulose特 に Pentosan,Mannanの加水分解, Lignin の高熱 及び水分に依
る化学的変化などが材の沌弱化に寄与 した もの と考え られ る｡ 二のことは P.Koln-al川】)が Eschen-
holzを0, 1,2, 3気圧で120分の蒸気処理を行った際100cc の蒸気処理では著 しい材の 分 解
は認ど)られないが帖 ず強度その他機械的 強度が若 干 低 下することを述べ又本 同氏'2)も 100oC の高
温 処 理に依 り若干材の化学的成 分に変化を認め特 に水分の存在に依 り加水分解が著 しく進行するこ
とを述べてることに依っても肯定で きることである.｡
4) 破壊形状
圧縮 及び酢 ナ強痩共樹種に依 り若十簸 る破壊形状が認め られた/が蒸-,蘇処理 と破壊形状 には特別な
関係は認め られなかったこ)
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5) 変色の程度
広葉柏特にブナでは30分の処理後,部 分的 に黒変が認められ時間の経過に従ってその程度は著 し
く叉スギの心,辺柳 ま本処理条件では変色は認められなかった｡
即ち Pentosan 含有量の多い広葉柑材は高熱 と水分の作用の結果加水分解が進行 し樹脂状物質
等が生ずることに依るものと考えられる｡ 又オオナラの著 しい変色は Tannin 含有量に因るもの
と考えられる｡
結 -I-△､ijRT]
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